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任
に
菊
地
清
経
済
事
業
担
当

理
事
が
就
い
た
。
信
用
・
共

済
事
業
担
当
の
内
海
哲
夫
理

事
は
そ
の
ま
ま
。
経
済
事
業

部
の
平
塚
正
信
部
長
が
経
済

事
業
担
当
理
事
に
就
任
。

　
ま
た
、
経
営
管
理
委
員
会

は
７
月
３
日
、
空
席
と
な
っ

た
副
会
長
に
木
村
千
之
委
員

を
選
出
し
た
。
佐
々
木
憲
雄

委
員
の
死
去
に
伴
う
補
充
で

は
総
代
会
で
佐
々
木
孝
男
氏

（
志
津
川
支
所
運
営
委
員

長
）
を
選
任
し
た
。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
　32

年
６
月
ま
で
。

ギンザケに県産米飼料
原料調達安定、 拡販に狙い

調
達
を
狙
う
。
輸
入
や
他
県

産
サ
ー
モ
ン
と
の
差
別
化
も

目
的
の
一
つ
。
冷
・
解
凍
技

術
も
活
用
し
競
争
力
強
化
と

販
路
開
拓
、
輸
出
拡
大
を
目

指
す
。
東
北
大
学
な
ど
と
共

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
南
三
陸
町
と
女
川
町
の
３

人
の
生
産
者
が
今
季
１
５
０

㌧
の
出
荷
を
見
込
む
。

　
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
コ
ス
ト
の

６
割
は
餌
代
と
い
わ
れ
る
。

餌
の
原
料
は
８
割
以
上
が
輸

入
品
と
さ
れ
、
特
に
配
合
の

４
割
を
占
め
る
魚
粉
は
近
年

高
騰
傾
向
だ
。

　
県
産
米
飼
料
は
、
小
麦
な

ど
の
輸
入
穀
類
の
代
わ
り
に

米
由
来
成
分
　
％
を
配
合
し

30

た
。
飼
料
用
米
が
　
％
、
酒

15

ぬ
か
な
ど
が
　
％
練
り
込
ま

15

れ
る
。
栄
養
素
は
従
来
と
同

様
の
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。
魚

の
成
長
率
や
増
肉
係
数
も
同

等
だ
。
価
格
は
従
来
飼
料
並

み
で
、
県
産
米
は
輸
入
小
麦

よ
り
高
コ
ス
ト
だ
が
、
輸
送

費
な
ど
が
削
減
さ
れ
る
。

　
一
方
で
冷
・
解
凍
技
術
の

導
入
を
進
め
、
ギ
ン
ザ
ケ
商

品
の
周
年
出
荷
も
目
指
す
。

農
業
と
の
連
携
で
、
県
産
米

を
使
っ
た
押
し
寿
司
な
ど
を

急
速
凍
結
し
て
販
売
す
る
。

会
な
ど
か
ら
取
得
す
る
手
続

き
を
進
め
、
７
月
中
に
消
却

で
き
る
見
通
し
だ
。

　
本
年
度
か
ら
３
カ
年
の
経

営
改
善
計
画
は
優
先
出
資
消

却
後
を
見
込
ん
だ
。
組
合
員

サ
ポ
ー
ト
で
は
引
き
続
き
、

各
種
制
度
事
業
の
活
用
、
生

産
物
の
付
加
価
値
と
認
知
度

ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組

み
、
漁
業
後
継
者
対
策
、
広

報
誌
を
は
じ
め
と
す
る
情
報

発
信
な
ど
を
盛
る
。
財
務
改

善
で
は
　
年
度
末
で
内
部
留

32

保
　
億
円
以
上
、
自
己
資
本

21
比
率
　
％
以
上
を
目
標
に
据

16

え
た
。

　
一
方
、
販
売
事
業
を
め
ぐ

る
不
祥
事
は
、
翔
（
か
け

る
）
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
経
営
破

綻
に
伴
う
損
失
。「
不
祥
事

再
発
防
止
に
関
す
る
計
画
」

を
策
定
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
の
い
っ
そ
う
の
向

上
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、

組
合
内
部
の
情
報
連
携
に
取

り
組
む
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
関
し
経
営

改
善
計
画
で
も
、
新
設
し
た

経
営
統
括
部
で
与
信
管
理

に
つ
い
て
適
切
な
限
度
額

設
定
、
取
引
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
し
た
。
通
販
業
務
を

除
き
、
在
庫
を
保
有
し
な

が
ら
の
買
い
取
り
販
売
を

早
期
に
廃
止
す
る
と
踏
み

込
ん
だ
。

　
総
代
会
の
冒
頭
、
丹
野
一

雄
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
ま
ず

不
祥
事
を
詫
び
、
再
発
防
止

策
の
策
定
も
含
め
、
組
合
員

の
理
解
と
協
力
に
謝
意
を
述

べ
た
。
剰
余
金
計
上
で
は

「
全
組
合
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
関
係
者
の
協
力
の
た
ま

も
の
」
と
た
た
え
た
。
経
営

基
盤
強
化
の
た
め
の
出
資
金

対
策
を
挙
げ
、
正
組
合
員
の

増
資
運
動
に
引
き
続
き
協
力

を
求
め
た
。

　
当
組
合
は
５
月
下
旬
か

ら
、
県
産
米
配
合
の
飼
料
で

育
て
た
ギ
ン
ザ
ケ
「
み
や
ぎ

サ
ー
モ
ン
」
を
出
荷
し
て
い

る
。
原
料
の
８
割
以
上
を
輸

入
に
頼
る
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
飼

料
で
、
国
際
相
場
の
影
響
を

受
け
に
く
い
安
定
し
た
原
料

計
上
し
た
。
販
売
事
業
で
乾

の
り
、
ワ
カ
メ
、
ギ
ン
ザ
ケ

が
高
値
と
な
っ
た
ほ
か
、
事

業
管
理
費
の
削
減
に
も
努
め

た
。
昨
年
度
末
の
自
己
資
本

比
率
は
　
・
　
％
と
な
り
、

32

48

２
・
　
㌽
上
昇
。

22

　
自
己
資
本
比
率
向
上
に
よ

り
、　
年
３
月
に
発
行
し
た

24

震
災
特
例
（
乙
種
）
優
先
出

資
の
消
却
が
可
能
と
な
っ

た
。
消
却
し
て
も
自
己
資
本

比
率
　
％
強
を
確
保
で
き
、

12

組
合
員
や
利
用
者
に
信
用
事

業
な
ど
で
十
分
な
組
合
機
能

を
提
供
で
き
る
。
出
資
引
受

者
の
一
般
社
団
法
人
ジ
ェ
イ

エ
フ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
支
援
協

 剰
余
金
６
億
　
万
円

5200

震
災
優
先
出
資
の
消
却
決
定
 

米
飼
料
配
合
み
や
ぎ
サ
ー
モ

ン
発
表
試
食
会
の
様
子
（
５

月
　
日
、
仙
台
市
）

29

　
総
代
会
で
、
松
本
洋
一
理

事
長
を
は
じ
め
新
た
な
理
事

の
顔
ぶ
れ
が
発
表
さ
れ
た
。

販
売
事
業
を
め
ぐ
る
不
祥
事

で
小
野
秀
悦
理
事
長
と
阿
部

誠
専
務
が
辞
任
し
た
た
め
。

経
営
管
理
委
員
会
が
６
月
　21

日
に
協
議
、
決
定
し
た
。

　
松
本
理
事
長
は
経
営
管
理

委
員
会
副
会
長
か
ら
転
任
。

専
務
に
は
鈴
木
文
昭
指
導
・

総
務
担
当
理
事
が
昇
格
、
後

　
昨
年
度
事
業
報
告
、
本
年

度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

決
定
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
事
業
利
益
３

億
２
３
０
０
万
円
、
経
常
利

益
４
億
４
９
０
０
万
円
、
剰

余
金
６
億
５
２
０
０
万
円
を

　
当
組
合
は
本
年
度
通
常
総
代
会
を
６
月
　
日
、
石
巻
市
の
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
で

29

開
催
し
た
。
昨
年
度
事
業
で
の
剰
余
金
６
億
５
２
０
０
万
円
な
ど
を
報
告
、
震
災
特

例
優
先
出
資
　
億
８
千
万
円
の
消
却
と
経
営
改
善
計
画
（
平
成
　
～
　
年
度
）
を
決

66

30

32

め
た
。
昨
年
　
月
に
発
覚
し
た
販
売
事
業
の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
詫
び

12

る
と
と
も
に
損
失
１
億
７
７
０
０
万
円
を
　
年
度
に
さ
か
の
ぼ
り
訂
正
、
再
発
防
止

28

策
を
ま
と
め
尽
力
を
決
意
し
た
。 .
 （
２
面
に
「
事
業
成
績
、
財
産
・
損
益
の
状
況
」）

　

─
副
会
長
だ
っ
た
経

営
管
理
委
員
会
か
ら
新
理

事
長
に
推
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
の
心
境
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

　
松
本
洋
一
代
表
理
事
理
事

長
　
重
責
と
考
え
て
い
る
。

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

全
力
で
職
務
に
当
た
っ
て
い

き
た
い
。

　

─
就
任
の
抱
負
は
。

　
松
本
理
事
長
　
漁
協
と
い

う
組
織
に
は
漁
村
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
的
な
要
素
が

松本洋一新理事長

鈴木文昭新専務

  新
理
事
長
に
松
本
洋
一
氏
  

丹
野
一
雄
会
長

当組合の通常総代会

河北総合センターでの通常総代会（６月29日）

協
同
組
合
学
校
を
卒
業
し
て

旧
宮
城
県
漁
連
に
奉
職
。
県

漁
協
に
承
継
す
る
前
後
８
年

に
わ
た
り
気
仙
沼
支
所
、
総

合
支
所
の
支
所
長
と
し
て
職

責
を
全
う
。

　
定
年
後
、
県
密
漁
防
止
対

策
協
議
会
事
務
局
長
な
ど
を

経
て
、
当
組
合
気
仙
沼
地
区

支
所
の
運
営
委
員
長
を
４
年

務
め
、
昨
年
７
月
か
ら
経
営

管
理
委
員
会
副
会
長
に
就
い

て
い
た
。

　
母
、
妻
と
の
３
人
暮
ら

し
。
２
人
の
子
供
は
結
婚
し

て
独
立
し
た
。
趣
味
は
旅
行

と
海
釣
り
。
釣
り
道
具
が
大

震
災
の
津
波
で
家
と
と
も
に

流
さ
れ
、
久
し
く
竿
を
握
っ

て
い
な
い
。

　
当
組
合
の
新
し
い
代
表
理
事
理
事
長
に
就
い
た
松
本

洋
一
さ
ん
に
抱
負
な
ど
を
聞
い
た
 。 ６
月
　
日
付
で
 、 辞

29

職
し
た
前
理
事
長
の
残
任
期
間
を
引
き
継
ぐ
。

松
本
新
理
事
長
に
聞
く

く
し
た
い
。
震
災
後
、
地
域

に
よ
っ
て
は
労
働
力
不
足
が

加
速
し
て
き
た
。
対
策
と
し

て
は
漁
家
収
入
の
安
定
が
必

要
で
、
一
番
の
基
本
で
あ

る
。「
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
」
な

ど
で
積
極
的
に
県
や
関
係
機

関
と
と
も
に
対
応
し
て
い
き

調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ひ
い
て
は
漁
業
経
営
の
安
定

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

　

─
手
が
け
た
い
こ
と
、

力
を
入
れ
た
い
こ
と
は
。

　
松
本
理
事
長
　
厳
し
い
だ

ろ
う
が
、
漁
業
の
後
継
者
、

担
い
手
の
不
足
に
伴
い
新
規

就
業
者
の
確
保
に
微
力
を
尽

た
い
。

　
磯
焼
け
を
は
じ
め
貝
毒
の

長
期
化
、
ワ
カ
メ
の
穴
開

き
、
カ
キ
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
、
海
の
環
境
の
悪
化
は

年
々
そ
の
度
合
い
が
増
し
て

い
る
。
人
の
力
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
関
係
機
関
と
連
携
し

 重
責
に
全
力
、経
営
・
後
継
者
に
寄
与
 

あ
る
か
ら
、 漁
業
、 漁
村
の
活

性
化
と
漁
業
者
間
の
円
滑
な

鈴
木
文
昭
氏
が
専
務
昇
格
  

て
原
因
を
究
明
し
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
東
京
電
力
の
原
発
事
故
に

伴
う
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
々
の
ホ
ヤ
な
ど
の
輸
入
規

制
に
つ
い
て
は
、
全
漁
連
と

協
議
し
な
が
ら
早
急
な
解
除

に
努
め
た
い
。

　

─
組
合
員
や
職
員
に
求

め
た
い
こ
と
、
言
っ
て
お
き

た
い
こ
と
は
。

　
松
本
理
事
長
　
職
員
に
対

し
て
は
、
使
命
感
を
強
く
持

っ
て
組
合
員
の
た
め
に
努
力

し
、
漁
業
生
産
を
上
げ
る
一

助
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
共
販

体
制
の
再
構
築
や
漁
獲
物
の

経
営
統
括
室
を
部
に
格
上
げ

し
た
形
で
新
設
し
、
３
総
合

支
所
統
括
室
の
業
務
も
担
わ

せ
、
漁
協
全
体
の
リ
ス
ク
管

理
を
負
わ
せ
た
。

　
　
◇

　
松
本
新
理
事
長
は
　
歳
。

69

気
仙
沼
水
産
高
校
（
現
気
仙

沼
向
洋
高
校
）、
全
国
漁
業

付
加
価
値
向
上
な
ど
で
も
知

恵
を
絞
り
検
討
し
て
、
漁
家

収
入
の
安
定
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
前
期
の
不
祥
事
に
関
し
て

は
再
発
防
止
と
信
頼
回
復
に

努
め
る
。
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。
４
月
の
機
構
改
革
で
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「
水
産
政
策
の
改
革
」 戸
惑
い
 、
 混
乱
も

協同組合論

⑬
　
本
年
６
月
１
日
に
水
産
庁

の
「
水
産
政
策
の
改
革
に
つ

い
て
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
漁
業
法
な
ど
法
律
も
含

め
、
改
革
の
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
目
的
は
、

「
水
産
業
を
成
長
産
業
に
す

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
お

の
は
発
展
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
多
く
の
漁
業
関

係
者
や
都
道
府
県
の
行
政
関

係
者
は
こ
れ
に
戸
惑
っ
て
い

ま
す
。
戸
惑
う
理
由
は
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
が
、
沿
岸
漁

業
に
内
容
を
絞
る
と
、
漁
業

て
競
願
が
あ
っ
た
場
合
を
念

頭
に
し
た
優
先
順
位
制
度
が

あ
る
の
で
す
が
、
特
定
区
画

漁
業
権
と
優
先
順
位
制
度

が
廃
止
さ
れ
る
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
知
事

が
漁
協
に
免
許
し
て
い
た
特

ま
で
も
、
特
定
区
画
漁
業
権

に
対
応
し
た
地
区
部
会
の
よ

う
な
も
の
が
多
く
の
地
区
で

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
状
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か

し
、
地
区
内
に
、
不
満
を
抱

え
た
漁
民
（
ま
た
は
す
で
に

お
む
ね
、
漁
獲
量
を
制
限
す

る
手
法
を
拡
充
し
て
資
源
管

理
を
強
化
し
、
一
方
で
、
養

殖
業
へ
の
新
規
参
入
を
促
す

も
の
だ
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
頑
張
っ
て
い
る
漁
民
を

排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と

も
、
し
て
い
ま
す
。
守
る
も

の
は
守
り
、
発
展
さ
せ
る
も

権
の
運
用
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
現

行
法
で
は
、
漁
場
を
個
別
に

利
用
す
る
区
画
漁
業
権
と

漁
場
の
共
同
利
用
を
前
提

に
し
た
特
定
区
画
漁
業
権

が
分
け
ら
れ
て
い
て
、
さ

ら
に
特
定
区
画
漁
業
権
や

定
置
漁
業
権
の
申
請
に
お
い

定
区
画
漁
業
権
に
つ
い
て

は
、
同
じ
区
画
の
な
か
で
養

殖
を
営
む
漁
民
ら
が
希
望
す

れ
ば
、
今
ま
で
通
り
漁
協
に

免
許
さ
れ
る
も
の
と
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、

地
区
部
会
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
方
針
だ
と
、
こ
れ

参
入
し
て
い
る
事
業
者
）
が

い
た
場
合
、
地
区
部
会
の
構

成
員
に
な
ら
ず
、
そ
の
者
が

一
経
営
者
と
し
て
個
別
に
免

許
を
求
め
、
そ
れ
が
認
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て

し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
優
先
順
位
制
度
の
廃
止
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
水
産
庁

は
優
先
順
位
が
２
位
以
下
の

漁
業
経
営
体
が
頑
張
っ
て
や

っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら
は
競

願
に
な
れ
ば
追
い
出
さ
れ
る

と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る

か
ら
だ
、
と
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
定
置
網
で
も
養
殖

業
で
も
、
漁
協
は
優
先
順
位

が
１
位
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

競
願
に
な
っ
た
ら
漁
協
が
漁

場
を
獲
得
で
き
ま
す
。
新
規

参
入
す
る
事
業
者
に
対
し
て

配
慮
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
競
願
に
な
っ

た
場
合
で
も
、「
既
存
の
漁

業
権
者
が
水
域
を
適
切
か
つ

有
効
に
活
用
し
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
継
続
利
用
を
優
先

す
る
」
と
し
、
ま
た
「
そ
れ

以
外
の
場
合
は
、
地
域
の
水

産
業
の
発
展
に
資
す
る
か
ど

う
か
を
総
合
的
に
判
断
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
法
規
に
盛
り
込
む
と
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
浜
の

発
展
を
邪
魔
す
る
、
身
勝
手

な
事
業
者
に
は
使
わ
せ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
　
現
状
で
は
改
革
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
だ
け
で
す
が
、

水
産
庁
が
漁
民
に
も
、
新
規

参
入
す
る
事
業
者
に
も
、
配

慮
し
た
こ
と
は
よ
く
読
み
取

れ
ま
す
。
し
か
し
見
落
と
さ

れ
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
沿
岸
の
漁
場
利
用

は
、
た
と
え
漁
民
同
士
が
い

が
み
あ
っ
て
い
て
も
、
ど
こ

か
で
つ
な
が
っ
て
き
た
と
い

う
点
で
す
。
そ
れ
が
、
漁
協

に
の
み
交
付
さ
れ
る
共
同
漁

業
権
で
あ
り
、
そ
し
て
定
置

漁
業
権
や
特
定
区
画
漁
業
権

で
個
別
経
営
体
へ
の
免
許
が

可
能
だ
と
し
て
も
、
漁
協
を

優
先
順
位
第
１
位
に
し
て
い

る
点
で
す
。
漁
協
が
優
先
順

位
第
１
位
と
す
る
漁
場
利
用

の
体
制
力
学
が
あ
っ
て
、
個

別
の
漁
業
権
と
の
調
整
を
可

能
に
し
、
漁
協
管
轄
の
共
同

漁
業
権
水
域
内
の
総
合
的
な

利
用
を
可
能
に
し
て
き
た
と

思
う
の
で
す
。
こ
の
認
識
が

正
し
け
れ
ば
、
そ
れ
に
代
わ

る
何
か
が
な
け
れ
ば
成
長
よ

り
も
混
乱
が
膨
ら
む
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

北海学園大学経済学部教授

濱 田 武 士

  ワ
カ
メ
で
地
種
復
活

仲
間
と
と
も
に
挑
戦
 、 前
へ
 

 万
石
浦
ア
サ
リ
増
産

　
㌧
 、 資
源
見
極
め
順
調
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大
震
災
で
消
滅
し
た
万
石

浦
の
干
潟
を
造
成
し
、
ア
サ

リ
漁
が
復
活
し
て
２
年
目
。

当
組
合
石
巻
湾
支
所
は
５
、

６
月
に
　
日
間
開
口
し
　
・

11

18

１
㌧
を
出
荷
し
た
。
生
産
量

が
増
え
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な

り
、
大
震
災
前
の
入
札
販
売

に
戻
し
た
。
資
源
量
を
慎
重

に
見
極
め
な
が
ら
も
、
本
格

的
な
復
活
に
向
け
順
調
な
歩

み
を
見
せ
て
い
る
。

　
開
口
は
昨
年
よ
り
２
日
多

い
　
日
間
。
当
初
は
干
潮
に

11
合
わ
せ
て
５
日
間
ず
つ
３
潮

を
予
定
し
た
が
、
２
、
３
潮

目
を
そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
ず
つ

に
変
更
。
資
源
管
理
の
た
め

「
産
卵
期
を
前
に
、
で
き
る

だ
け
母
貝
を
残
し
た
」
と
同

支
所
。

　
出
荷
数
量
は
昨
年
実
績
の

５
㌧
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

５
月
　
～
　
日
の
１
潮
目
は

15

19

　
～
１
０
０
人
の
漁
業
者
が

80日
産
２
㌧
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で

合
計
９
・
３
㌧
を
出
荷
。
２

潮
目
以
降
は
開
口
日
数
の
削

減
と
種
ガ
キ
作
業
に
移
る
漁

業
者
の
増
加
に
よ
り
出
荷
量

は
減
少
し
た
が
、
２
潮
目
で

５
㌧
、
３
潮
目
で
３
・
８
㌧

と
好
調
に
推
移
し
た
。

　
漁
獲
サ
イ
ズ
は
小
、
中
が

ほ
と
ん
ど
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン

よ
り
も
大
型
化
し
て
い
る
。

昨
年
は
小
中
心
の
組
成
で
、

出
荷
サ
イ
ズ
に
満
た
な
い
貝

も
多
か
っ
た
。

　
大
震
災
後
の
初
の
入
札
販

は
１
㌶
の
み
を
漁
場
と
し
、

そ
の
他
は
資
源
回
復
の
た
め

の
繁
殖
区
と
し
た
。
東
邦
大

学
と
連
携
し
、
成
育
と
分
布

を
調
査
。
資
源
の
回
復
に
力

を
込
め
る
。

地
域
の
人
た
ち
に
聞
き
取
り

を
し
、
水
産
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
て
方
法
を
研

究
し
た
。

　
採
苗
器
に
種
糸
を
巻
き
、

海
の
状
況
を
見
な
が
ら
潜
っ

て
天
然
の
め
か
ぶ
を
採
り
採

苗
。
こ
れ
を
海
に
出
し
た
と

き
に
ど
ん
な
質
の
ワ
カ
メ
が

で
き
る
の
か
は
や
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
会
員
が

た
い
と
い
う
。
成
功
す
れ

ば
、
い
ず
れ
こ
こ
の
地
種
が

欲
し
い
と
い
う
人
に
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
、

と
会
長
の
遠
藤
貴
彦
さ
ん
は

話
す
。「
ま
ず
は
や
っ
て
み

よ
う
」。

　
青
年
研
究
会
の
歴
史
は
古

く
、
父
親
の
代
か
ら
こ
う
し

た
研
究
を
養
殖
業
に
役
立
て

て
き
た
。「
若
い
漁
師
が
先

頭
に
な
っ
て
活
動
し
な
い

と
、
何
を
す
る
に
し
て
も
前

に
進
ま
な
い
」。
そ
し
て

「
一
人
で
は
で
き
な
い
。
う

ま
く
い
っ
て
も
失
敗
し
て

も
、
仲
間
が
い
れ
ば
意
見
を

言
い
合
い
、
ま
た
前
に
進
め

る
」
と
遠
藤
さ
ん
。

　
地
域
を
離
れ
て
し
ま
っ
た

人
も
い
る
が
、
残
っ
た
人
た

ち
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

成
功
さ
せ
、
地
域
外
で
も
参

加
し
た
い
と
い
う
人
が
い
れ

ば
い
ず
れ
一
緒
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
展
望
す
る
。

売
に
は
５
社
が
参
加
し
た
。

昨
年
は
１
社
に
相
対
販
売
し

た
が
、
他
の
業
者
か
ら
も
購

入
の
希
望
や
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
入
札
を
再
開
。
価

格
は
昨
季
と
同
程
度
の
水

準
で
推
移
し
、
大
サ
イ
ズ
７

０
０
円
、
中
６
０
０
円
、
小

５
０
０
円
ほ
ど
。

　
同
支
所
磯
根
部
会
の
齋
藤

幸
一
部
会
長
は
「
貝
も
粒
も

昨
年
よ
り
大
き
い
。
見
込
み

数
量
を
上
回
る
出
荷
が
で

き
、
資
源
の
回
復
は
順
調
」

と
ア
サ
リ
の
復
活
を
喜
ぶ
。

　
同
支
所
は
「
資
源
の
再
生

産
は
順
調
。
た
だ
し
年
ご
と

に
放
卵
種
苗
の
増
減
が
あ
り

一
概
に
は
言
え
な
い
」
と
話

し
、
慎
重
な
資
源
管
理
を
意

識
し
て
い
る
。

　
万
石
浦
は
震
災
に
よ
り
地

盤
沈
下
し
、
干
潟
が
ほ
ぼ
消

滅
。
漁
場
復
活
の
た
め
県
が

１
㍍
ほ
ど
盛
り
土
し
て
４
㌶

の
干
潟
を
造
成
し
た
。
今
年

持
ち
帰
り
、
各

所
で
育
て
て
み

る
。
そ
し
て
来

年
は
、
天
然
と

養
殖
の
め
か
ぶ

を
使
っ
て
、
ど

ち
ら
が
い
い
結

果
が
出
る
か
も

研
究
し
て
い
き

い
え
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
地
種
を
つ
く
る
各

苗
器
を
整
え
て
い
た
。

　
か
つ
て
は
ワ
カ
メ
も
ホ
タ

テ
も
地
種
を
採
っ
て
い
た

が
、
い
い
と
き
も
あ
れ
ば
悪

い
と
き
も
あ
る
。
専
門
業
者

か
ら
購
入
す
る
の
が
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
と
、
種
苗
を
移

入
し
て
久
し
い
。
し
か
し
種

の
業
者
も
高
齢
化
が
進
み
、

長
い
目
で
み
れ
ば
、
昔
の
や

り
方
で
地
種
を
つ
く
り
養
殖

す
る
体
制
を
今
か
ら
整
え
て

い
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。

　
か
つ
て
行
っ
て
い
た
と
は

会
員
が
相
川
の

倉
庫
に
集
ま

り
、
協
力
し
て

進
め
る
採
苗
器

の
準
備
（
６
月

　
日
）
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遠藤貴彦会長

　
北
上
町
十
三
浜
支
所
の
青

年
研
究
会
は
、
今
年
か
ら
ワ

カ
メ
の
地
種
養
殖
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。
６
月
下
旬
の
こ

の
日
は
会
員
が
集
ま
っ
て
採

北
上
町
十
三
浜
支
所
青
年
研
究
会

復活２季目となった万石浦のアサリ開口 （５月 17 日）

石巻湾支所
29年度（当期）28年度２７年度２６年度項　　目区　分

323,194244,326556,722940,036事業利益

財　務

449,019377,295811,0001,121,887経常利益

651,900555,396834,9581,421,218当期剰余金

103,574,611109,252,170109,880,892108,730,833総　資　産

12,443,72011,946,82811,447,63010,762,365純　資　産

32.48%30.26%28.81%26.46%単体自己資本比率

86,308,77292,263,26392,721,16591,021,051貯　　　金

信用事業 77,530,79682,880,63880,440,45777,310,069預　け　金

14,720,49515,284,63516,854,70919,758,126貸　出　金

64,750,42068,660,32072,957,58876,376,202長期共済保有高
共済事業

49,820,69048,678,73043,468,43038,175,120短期共済契約高

2,845,4062,757,4132,963,5843,861,196石油類供給高
購買事業

5,185,0675,993,5116,304,2876,834,497資材類供給高

34,279,89532,567,77130,413,60928,757,996受託販売取扱高
販売事業

1,987,2692,274,7772,242,2812,082,849買取販売高

当該事業年度および直前３事業年度の
事業成績ならびに財産および損益の状況

【 1面参照】

(平成29年度事業報告書から。28年度分は誤謬を訂正。単位・千円）  



（３） 平成30年・夏海 と 共 に広　報

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ
 

唐桑支所 ・ 畠山政也さん

と
呼
ば
れ
る
こ
の
第
八
海
宝

丸
や
、
沖
出
し
し
て
被
害
を

免
れ
た
多
く
の
船
で
、
父
や

仲
間
と
と
も
に
半
年
間
、
震

災
直
後
の
復
興
に
奮
闘
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
重
な
っ
た
い
く
つ
も
の
偶

然
は
、
い
つ
か
は
家
業
を
継

ぐ
と
考
え
て
い
た
政
也
さ
ん

に
と
っ
て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
修

理
を
終
え
た
取
締
船
に
そ
の

後
２
年
弱
乗
っ
た
後
、
故
郷

に
戻
っ
た
。「
震
災
年
の
夏
、

広
島
か
ら
、
自
分
と
歳
も
変

わ
ら
な
い
カ
キ
養
殖
業
者
さ

ん
た
ち
が
来
て
、
筏
作
り
な

ど
を
ど
ん
ど
ん
手
伝
っ
て
く

れ
た
。
そ
れ
を
見
て
負
け
て

ら
れ
な
い
と
思
っ
た
」。

　
や
っ
て
み
る
と
面
白
い
。

手
間
を
か
け
れ
ば
か
け
る
だ

け
カ
キ
は
応
え
て
く
れ
る
。

唐
桑
自
慢
の
ブ
ラ
ン
ド
「
も

ま
れ
牡
蠣
」
の
定
義
は
、

「
自
分
で
勝
手
に
言
っ
て
い

る
ん
だ
け
ど
」
薄
付
き
の
種

を
使
い
、
量
よ
り
も
質
を
重

視
す
る
。
成
長
に
合
わ
せ
て

沖
出
し
す
る
。
そ
し
て
丁
寧

に
温
湯
処
理
を
す
る
。
丸
く

美
し
い
形
で
、
身
入
り
が
よ

く
重
さ
が
あ
り
、
熱
を
か
け

て
も
縮
ま
な
い
素
晴
ら
し
い

カ
キ
が
出
来
上
が
る
。
揚
げ

た
後
も
丁
寧
に
殻
付
き
で
出

荷
す
る
も
の
と
む
く
も
の
を

選
別
す
る
。「
ど
こ
ま
で
も

品
質
は
追
求
し
た
い
。
時
間

の
許
す
限
り
手
間
暇
を
か
け

よ
う
と
思
っ
て
い
る
」。

　
も
と
か
ら
若
い
漁
師
た
ち

は
品
質
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た

が
、
震
災
後
唐
桑
ブ
ラ
ン
ド

を
作
ろ
う
と
な
り
思
い
を
強

く
し
た
。「
一
人
で
い
い
も

の
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
も
だ

め
。
チ
ー
ム
唐
桑
と
し
て
や

っ
て
い
か
な
い
と
」。

　
こ
の
２
月
に
は
第
八
十
八

海
宝
丸
を
新
造
し
た
。
し
か

し
天
候
や
気
候
を
読
む
勘
の

よ
う
な
も
の
は
何
十
年
も
や

ら
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
の

だ
ろ
う
と
父
を
見
て
思
う
。

「
常
に
自
分
は
ま
だ
一
人
前

じ
ゃ
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
、
日
々
勉
強
」
と
話
す
。

　
青
年
部
の
県
の
役
員
も
務

め
、 父
が
始
め
、 一
昨
年
の
農

林
水
産
祭
で
天
皇
杯
を
受
賞

し
た
、
地
元
小
学
校
で
の
カ

キ
養
殖
体
験
の
支
援
委
員
長

で
も
あ
る
。
青
年
部
員
は
も

ち
ろ
ん
、
マ
グ
ロ
船
を
引
退

し
た
人
た
ち
な
ど
多
く
の
助

け
を
借
り
て
地
元
の
食
育
に

努
め
て
い
る
。
自
分
の
住
む

土
地
の
う
ま
い
も
ん
を
知
っ

て
ほ
し
い
、
い
つ
も
わ
ら
し

た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
頃
の
よ

う
に
、
浜
に
活
気
を
取
り
戻

し
た
い
。 そ
ん
な
思
い
が
 「や

っ
く
ん
先
生
」
を
動
か
す
。

　
そ
の
ほ
か
ま
ち
づ
く
り
サ

ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま

で
、
地
元
の
人
か
ら
国
内
外

の
観
光
客
ま
で
、
養
殖
体
験

や
筏
ク
ル
ー
ズ
に
協
力
す

る
。
い
ず
れ
は
「
こ
こ
さ
行

っ
た
ら
唐
桑
の
カ
キ
が
食
え

る
、
買
え
る
」
と
い
っ
た
場

所
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
昨
年

結
婚
し
た
ば
か
り
。
美
人
の

奥
様
と
二
人
三
脚
で
幸
せ
い

っ
ぱ
い
に
作
業
す
る
。
休
み

が
と
れ
れ
ば
釣
り
や
バ
イ
ク

を
楽
し
む
。
愛
車
の
ハ
ー
レ

ー
が
似
合
う
、
た
く
ま
し
く

も
優
し
い
、
頼
れ
る
男
だ
。

卒
業
、
専
科
修
了
後
に
選
ん

だ
修
行
先
は
、
水
産
庁
管
轄

の
漁
業
取
締
船
。
領
海
侵
犯

な
ど
の
取
り
締
ま
り
に
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
航
行
し
て

外
国
船
と
に
ら
め
っ
こ
。
こ

れ
を
８
年
ほ
ど
続
け
た
。

　
取
締
船
は
数
カ
月
に
一
度

で
、
修
理
に
出
す
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
を
待
つ
半
年
間
、

図
ら
ず
も
休
業
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
気
仙
沼
の
造
船
所

で
修
理
中
だ
っ
た
家
の
主
要

船
は
、
造
船
所
が
被
災
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
無
傷
で
そ

こ
に
あ
っ
た
。「
奇
跡
の
船
」

　
日
焼
け
し
た
顔
、
陽
気
な

笑
い
声
。
や
っ
く
ん
こ
と
畠

山
政
也
さ
ん
（
　
）
は
、
カ

34

キ
を
中
心
に
ホ
タ
テ
、
ワ
カ

メ
を
養
殖
し
て
い
る
。

　
３
人
兄
弟
の
長
男
、
養
殖

漁
家
の
５
代
目
と
し
て
生
ま

れ
、
小
さ
な
頃
か
ら
「
お
で

ら
育
っ
た
。
父
の
船
で
大
島

に
行
き
リ
フ
ト
に
乗
る
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
。「
あ
れ
に

だ
ま
さ
れ
た
か
な
？
」
と
笑

う
。
　
い
ず
れ
家
業
に
就
く
前

に
、
よ
そ
の
釜
の
飯
を
食
べ

た
ほ
う
が
い
い
。
水
産
高
校

船
籍
港
の
気
仙
沼
に
帰
る
。

平
成
　
年
が
明
け
る
頃
か
ら

23

尖
閣
諸
島
付
近
を
監
視
し
て

い
た
が
、
気
仙
沼
に
戻
っ
た

の
が
な
ん
と
３
月
　
日
。
不

11

運
の
取
締
船
は
火
災
に
遭
っ

て
真
っ
黒
に
。
け
れ
ど
幸
い

エ
ン
ジ
ン
が
無
事
だ
っ
た
の

チ
ー
ム
唐
桑
で
カ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

っ
て
（
お
手
伝
い
）
し
て
け

ろ
ー
」
な
ん
て
言
わ
れ
な
が

　
当
組
合
女
性
部
連
絡
協
議

会
は
５
月
　
日
、
大
崎
市
の

23

鳴
子
観
光
ホ
テ
ル
で
通
常
総

会
を
開
き
、
平
成
　
年
度
事

29

業
報
告
、　
年
度
事
業
計
画

30

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
は
「
組
織
の
強
化

29
と
活
性
化
」
を
目
標
に
、
総

会
後
に
漁
協
女
性
部
幹
部
の

つ
ど
い
を
開
催
。
石
巻
海
上

保
安
署
の
活
動
や
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
法
改
正

に
つ
い
て
な
ど
の
基
調
講
演

に
続
き
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
や

「
み
や
ぎ
海
の
子
」
作
文
の

募
集
、
審
査
、
表
彰
も
継
続

し
て
行
い
ま
し
た
。

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売

な
ど
を
通
じ
、
魚
食
普
及
に

も
努
め
ま
し
た
。
各
浜
を
回

っ
て
救
命
胴
衣
の
着
用
呼
び

か
け
も
継
続
。
お
返
し
廃
止

用
の
「
の
し
袋
」
の
斡
旋
、

貯
蓄
推
進
運
動
な
ど
に
も
精

力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
こ
う
し
た
事
業

に
引
き
続
き
取
り
組
み
な
が

ら
、「
浜
の
守
り
手
」
と
し

て
女
性
部
員
一
人
一
人
が
主

役
と
な
り
楽
し
く
活
動
で
き

的
に
「
チ
ョ
コ

ー
」
の
制
度
を

改
正
し
ま
し

た
。
　
改
正
の
目
的

は
①
医
療
共
済

等
の
生
存
保
障

制
度
の
推
進
力

強
化
②
未
加
入

者
・
女
性
・
高

齢
者
な
ど
へ
Ｊ

Ｆ
共
済
の
輪
の

拡
大
③
共
済
掛

金
の
低
廉
化
を

１
回
２
０
０
日
で
あ
っ
た
通

算
日
数
を
無
制
限
に
保
障

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
長

期
間
の
入
院
に
備
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
改
正
後
は
骨
折

に
加
え
、
筋
・
腱
・
靭
帯
断

裂
の
ギ
プ
ス
固
定
期
間
が
通

算
の
日
数
で
支
払
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
海
難
特

別
給
付
金
（
交
通
事
故
割
増

図
り
加
入
し
や
す
い
環
境
の

構
築

─
で
す
。

　
生
存
保
障
制
度
の
強
化
で

は
、
が
ん
の
入
院
に
つ
い
て

が
ん
入
院
は
無
制
限
で
補
償

給
付
金
）
の
支
払
率
を
　
％
10

か
ら
　
％
に
引
き
上
げ
ま

30

し
た
。

　
女
性
・
高
齢
者
へ
の
輪
の

拡
大
で
は
、
女
性
疾
病
入
院

特
約
を
新
設
し
ま
す
。
女
性

特
有
の
疾
病
に
つ
い
て
補
償

を
厚
く
し
て
幅
広
く
カ
バ

ー
し
ま
す
。
特
別
養
老
共
済

で
は
健
康
に
不
安
の
あ
る
若

年
層
や
高
齢
者
へ
の
提
案
を

広
げ
る
た
め
、
加
入
年
齢
の

範
囲
を
　
～
　
歳
に
拡
大
し

18

85

ま
し
た
（
従
前
　
～
　
歳
）。

40

75

　
共
済
掛
金
の
低
廉
化
で

は
、
養
老
共
済
　
型
に
加
え

50

１
０
０
型
、
終
身
共
済
　20

型
に
加
え
　
型
を
新
設
。

50

医
療
共
済
に
無
解
約
返
戻

（
へ
ん
れ
い
）
金
制
度
を

導
入
し
掛
金
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
を

ご
参
照
、
ま
た
窓
口
に
も
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

る
自
立
し
た
組
織
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。「
子
供
た
ち

の
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
、
み

や
ぎ
の
美
し
い
海
・
豊
か
な

恵
み
」
を
テ
ー
マ
に
多
方
面

に
わ
た
る
活
動
を
通
じ
、
活

気
あ
る
漁
村
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
貯
蓄
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
大
谷
本
吉
・
歌
津
・
石
巻

湾
・
七
ケ
浜
・
亘
理
各
支
所

女
性
部
に
「
県
漁
協
理
事
長

賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
「
幹
部
の
つ
ど

い
」
で
は
、
全
国
青
年
・
女

性
漁
業
者
交
流
大
会
で
農
水

大
臣
賞
に
輝
い
た
仙
南
支
所

（
亘
理
）
水
産
加
工
研
究
会

の
活
動
を
報
告
。
共
済
事
業

や
貯
蓄
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
今
年
９
月
に
塩
竈
で
行

わ
れ
る
「
う
み
・
ひ
と
・
く

ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
参
加

に
つ
い
て
の
説
明
や
、
県
漁

協
役
職
員
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
員
以
外
は
「
陸
奥
大
震
災

殉
難
者
之
霊
」
と
し
、
２
１

０
０
人
分
ほ
ど
用
意
。

　
荒
浜
漁
港
か
ら
出
港
し
て

地
震
発
生
時
刻
の
午
後
２
時

　
分
を
挟
み
、
海
上
５
カ
所

46を
移
動
。
石
部
住
職
ら
が
読

経
す
る
中
、
当
組
合
関
係
者

ら
が
霊
名
紙
と
一
緒
に
酒
や

供
物
な
ど
を
海
へ
流
し
て
供

養
し
ま
し
た
。

　
石
部
住
職
は
「
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
助
け
ら
れ
、
ご

縁
が
あ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ず
っ
と
今
日
を
待
っ
て
い

て
、
無
事
海
上
で
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
仙
南
支
所
の
菊
地
幹
彦
運

営
委
員
長
は
供
養
を
終
え
て

「
思
い
出
す
と
つ
ら
い
こ
と

も
あ
る
が
、
忘
れ
ず
に
い
る

こ
と
は
大
事
だ
ろ
う
」
と
犠

牲
者
を
し
の
び
つ
つ
、「
復

興
も
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
水
産
業
も
変
わ
る

必
要
が
あ
る
」
と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
な
ど
の
僧
侶
の
一

行
が
亘
理
町
荒
浜
沖
で
６
月

６
日
、
東
日
本
大
震
災
で
亡

く
な
っ
た
当
組
合
の
組
合

員
な
ど
２
５
０
０
人
の
海

上
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
で
宮
城
県
な
ど
の
支
援

を
受
け
た
縁
か
ら
供
養
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
震
災
の
年
に
続
き
２
回
目

で
す
。

　
供
養
を
行
っ
た
の
は
兵
庫

県
竹
野
町
に
あ
る
高
野
山
真

言
宗
両
界
院
の
石
部
道
宣
住

職
と
同
宗
派
の
５
人
の
僧

侶
。
石
部
住
職
は
震
災
で
亡

く
な
っ
た
組
合
員
３
９
２
人

の
名
前
を
霊
名
紙
と
呼
ば
れ

る
塔
婆
（
と
ば
）
の
形
を
し

た
紙
に
手
書
き
し
、
寺
で
一

人
ず
つ
供
養
し
ま
し
た
。
組

　
Ｊ
Ｆ
共
済
で
は
７
月
１

日
、
組
合
員
の
高
齢
化
お
よ

び
そ
れ
に
伴
う
共
済
需
要
の

変
化
に
対
応
す
る
こ
と
を
目

兵庫の僧侶  震災供養

女性連総会

 共
済
需
要
の
変
化
に
対
応

「
チ
ョ
コ
ー
」
 の
制
度
を
改
正
 

亘
理
荒
浜
沖
 、 阪

神
淡
路
の
縁

海上供養をする石部道宣住職ら（６月６
日、亘理町荒浜沖）

あいさつする江刺み
ゆき会長 （ ５ 月 23 日）

「
浜
の
守
り
手
」 胸
に

本
年
度
も
幅
広
く
活
動

　組合員等からの要望に応えるとともに、組合
員等の高齢化およびそれに伴う共済需要の変
化に対応するため、３つを目的に掲げます。

①組合員の高齢化に伴い、年々、共済需要が高
まっている医療共済等の生存保障制度の推
進力強化。

②ＪＦ共済事業の浜への浸透を図るため、未加
入者・女性・高齢者などへの加入促進を行い、
ＪＦ共済の輪を拡大。

③漁業環境等厳しい中で共済掛金の低廉化を
図り、 組合員等が加入しやすい環境の構築。

「チョコー」 制度改正の目的
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生
産
で
き
る
が
、
年
内
で
切

り
上
げ
た
人
も
い
た
と
い

う
。
今
年
の
成
長
を
祈
ら
ず

に
い
ら
れ
な
い
。

　
現
在
８
割
を
む
き
身
で
出

荷
し
て
い
る
が
、
殻
付
き
の

需
要
も
高
い
。
設
備
さ
え
整

え
れ
ば
単
価
の
高
い
生
食
の

殻
付
き
の
出
荷
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
若
い
人
た

ち
の
な
か
に
は
考
え
て
い
る

人
も
い
る
と
い
う
。

　
松
島
カ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
に

恥
じ
な
い
よ
う
、
品
質
管
理

に
は
昔
か
ら
神
経
を
使
っ
て

い
る
。
か
つ
て
は
小
さ
か
っ

た
が
身
入
り
も
向
上
し
、
何

と
い
っ
て
も
甘
さ
が
特
長
。

　
松
島
湾
の
奥
に
位
置
し
、

震
災
の
被
害
は
比
較
的
小
さ

か
っ
た
。
組
合
員
の
減
少
は

よ
そ
に
比
べ
て
少
な
い
が
、

「
そ
れ
で
も
歳
だ
け
は
着
実

に
と
る
か
ら
ね
、
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
の
問
題
は
常
に

あ
る
」
と
高
橋
幸
彦
運
営
委

員
長
。「
将
来
的
に
は
協
業

な
ど
も
考
え
て
い
か
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
な
」。

　
古
く
か
ら
全
国
に
知
ら
れ

た
カ
キ
の
産
地
で
、
カ
キ
が

収
入
の
中
心
。
し
か
し
２
年

続
い
て
の
不
作
に
苦
し
ん
で

い
る
。
一
昨
年
は
台
風
被
害

に
遭
い
、
そ
れ
で
も
身
入
り

が
よ
か
っ
た
た
め
に
金
額
は

そ
こ
ま
で
落
ち
込
ま
ず
に
す

ん
だ
が
、
昨
年
は
原
因
不
明

の
死
滅
に
悩
ま
さ
れ
た
。
例

年
３
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
は

　
組
合
員
数
も
多
く
魚
種
も

豊
富
、
県
内
屈
指
の
水
揚
高

は
不
動
。
震
災
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
着
実

な
復
興
を
遂
げ
、
２
０
１
４

年
度
に
は
震
災
前
の
金
額
に

達
し
て
い
る
。
養
殖
施
設
の

ほ
か
陸
上
施
設
も
ほ
ぼ
復

旧
。
阿
部
富
士
夫
支
所
長
は

こ
の
４
月
に
戸
倉
か
ら
赴
任

し
、
ま
た
佐
々
木
憲
雄
前
運

営
委
員
長
の
逝
去
に
よ
り
、

５
月
に
佐
々
木
孝
男
新
運
営

委
員
長
が
選
任
さ
れ
た
。

　
今
年
２
月
、
大
日
本
水
産

会
か
ら
「
優
良
衛
生
品
質
管

理
市
場
・
漁
港
」
と
し
て
、

県
内
で
唯
一
の
認
定
を
受
け

た
。 施
設
面
の
み
で
な
く
、 万

全
な
衛
生
管
理
と
高
品
質
・

高
鮮
度
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
た
。「
漁
業
者
、
市
場
、

買
受
人
な
ど
皆
さ
ん
が
一
体

と
な
っ
て
、
安
心
・
安
全
な

魚
を
提
供
し
た
い
と
い
う
意

識
を
高
く
も
た
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
」
と
佐
々
木
運
営

委
員
長
は
笑
顔
で
話
す
。

　
カ
キ
の
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
は
　16

年
の
戸
倉
漁
場
が
全
国
初
。

ギ
ン
ザ
ケ
の
活
じ
め
・
神
経

じ
め
も
先
駆
者
だ
。
若
い
後

継
者
も
比
較
的
多
く
、
青
年

部
の
活
動
や
研
究
、
そ
し
て

女
性
部
の
活
動
も
盛
ん
。

　
昨
年
５
月
に
は
「
み
や
ぎ

サ
ー
モ
ン
」
の
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
の
登
録

も
か
な
っ
た
。
先
日
東
京
の

一
流
ホ
テ
ル
の
料
理
長
が
、

海
の
栄
養
塩
が
高
い
た
め
成

長
が
速
い
の
も
大
き
な
特
徴

だ
。
７
月
に
採
苗
し
た
カ
キ

を
、
翌
年
の
秋
に
は
む
く
こ

と
が
で
き
る
。
殻
が
薄
く
て

も
大
き
く
育
つ
た
め
、
殻
付

き
で
も
熱
が
中
ま
で
通
り
や

す
い
。

　
し
か
し
品
質
が
上
が
っ
て

も
、
値
段
に
は
な
か
な
か
反

映
し
な
い
。「
考
え
て
み
た

ら
生
ガ
キ
の
単
価
っ
て
　
年
30

　
年
前
と
変
わ
ら
な
い
。
卵

40が
物
価
の
優
等
生
と
言
う
け

れ
ど
カ
キ
も
そ
の
通
り
」。

け
れ
ど
燃
油
も
資
材
も
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
い
く
。

　
松
島
湾
は
水
深
が
浅
い
た

め
、
竹
を
使
っ
た
木
架
式
垂

下
養
殖
だ
が
、
現
在
延
縄
式

養
殖
の
試
験
も
行
っ
て
い

る
。
孟
宗
竹
の
価
格
も
上
が

り
、
ま
た
処
理
費
用
も
か
か

る
。
初
期
費
用
を
か
け
て
も

少
し
ず
つ
延
縄
式
に
転
換
し

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

か
と
検
討
を
始
め
て
い
る
。

「
労
力
も
楽
に
な
る
の
で
、

転
換
の
方
法
も
模
索
し
た

い
」
と
４
月
か
ら
赴
任
し
た

佐
藤
敏
行
支
所
長
も
言
う
。

　
ま
た
、
リ
ス
ク
管
理
の
点

か
ら
も
ほ
か
の
魚
種
の
可
能

性
も
模
索
し
て
い
る
。
ナ
マ

コ
も
そ
の
ひ
と
つ
。
湾
内
は

カ
キ
の
排
泄
物
な
ど
も
あ
り

成
育
環
境
は
よ
く
、
成
長
も

早
い
よ
う
で
大
き
な
ナ
マ
コ

が
見
え
て
い
た
。
だ
が
底
引

も
潜
り
も
だ
め
な
の
で
採
り

よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
稚
ナ

マ
コ
を
海
中
飼
育
す
る
検
討

も
始
め
た
。「
出
荷
で
き
る

と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
先
」
と

い
う
が
期
待
は
も
て
る
。

　
か
つ
て
お
い
し
い
ア
サ
リ

が
採
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

震
災
で
失
わ
れ
た
干
潟
を
造

成
し
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
が

昨
年
。
結
果
が
出
る
ま
で
は

２
～
３
年
か
か
る
が
、
酸
欠

に
な
ら
な
い
よ
う
、
海
砂
に

カ
キ
殻
の
粉
砕
を
混
ぜ
、
耕

う
ん
も
欠
か
さ
な
い
。
す
る

と
そ
の
漁
場
に
今
年
、
ア
カ

モ
ク
が
付
き
採
取
し
た
。
い

ず
れ
養
殖
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら

す
。
松
島
湾
は
ま
だ
ま
だ
可

能
性
に
満
ち
て
い
る
。

　
「
松
島
カ
キ
は
全
国
的
に

も
有
名
で
ブ
ラ
ン
ド
力
は
か

な
り
高
い
。
ア
ピ
ー
ル
の
し

か
た
を
考
え
、
認
知
度
を
も

っ
と
も
っ
と
広
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
佐
藤
支
所
長

は
意
気
込
み
を
語
る
。

見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
料

理
で
ギ
ン
ザ
ケ
を
紹
介
し
て

く
れ
る
機
会
も
あ
っ
た
。

「
東
京
の
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
地
元
に
行
っ
た
よ
う
な
思

い
で
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
阿
部
支
所

長
。
６
月
に
地
元
で
行
っ
た

復
興
市
で
も
、
ラ
ウ
ン
ド
１

本
の
１
０
０
ケ
ー
ス
が
１
時

間
で
売
り
切
れ
た
。

　
震
災
前
か
な
り
の
水
揚
げ

が
あ
っ
た
秋
サ
ケ
は
、
全
県

的
な
不
漁
に
加
え
、
震
災
後

放
流
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

落
ち
込
ん
で
い
た
が
、
昨
年

あ
た
り
か
ら
よ
う
や
く
本
格

的
な
放
流
が
で
き
、
４
年
後

の
回
帰
を
期
待
し
て
い
る
。

昨
年
は
マ
ダ
コ
の
好
漁
に
も

助
け
ら
れ
、
今
ま
で
あ
て
に

し
て
い
な
か
っ
た
ア
カ
モ
ク

も
い
い
収
入
に
な
っ
た
。　

　
「
豊
か
な
海
、
そ
し
て
多

く
の
養
殖
種
が
あ
る
た
め

に
、
ひ
と
つ
に
何
か
あ
っ
て

も
ほ
か
に
助
け
ら
れ
る
」
と

佐
々
木
運
営
委
員
長
。
し
か

し
海
の
状
況
が
変
わ
っ
て
い

る
の
も
実
感
し
て
い
る
。

「
海
水
温
が
上
が
り
、
今
ま

で
獲
れ
て
い
た
も
の
が
獲
れ

な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。
市
場
を
持
っ
て
い
る

か
ら
、
当
て
に
し
て
い
た
魚

が
揚
が
ら
な
く
な
っ
て
は
厳

し
い
」
と
心
配
す
る
。

　
震
災
後
約
４
憶
も
の
赤
字

を
計
上
し
て
い
た
の
が
、
昨

年
は
４
千
万
の
黒
字
に
転
換

し
た
。「
ほ
ん
と
に
皆
頑
張

っ
た
」
と
運
営
委
員
長
も
支

所
長
も
声
を
そ
ろ
え
る
。

「
た
く
さ
ん
の
支
援
が
な
け

れ
ば
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い

た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
や
っ
て
い
き
た
い
」。

　
青
年
部
を
中
心
に
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
の
養
殖
体
験

や
食
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。「
す
ぐ
結
果
が
出
な
く

て
も
、
長
い
目
で
見
て
そ
う

い
う
取
り
組
み
は
大
切
」
と

阿
部
支
所
長
。
地
元
を
誇
り

に
思
い
、
漁
業
を
素
晴
ら
し

い
と
思
う
芽
を
、
若
い
漁
業

者
が
育
て
て
い
る
。

　
「
高
齢
者
が
働
き
や
す
い

よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
若

い
人
た
ち
に
活
躍
し
て
も
ら

っ
て
、
こ
の
豊
か
な
海
を
守

り
こ
こ
で
生
活
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
両
人
と
も
話
す
。

「
Ａ
Ｓ
Ｃ
は
持
続
可
能
な
漁

業
。
将
来
を
見
据
え
、
後
継

者
や
雇
用
が
育
つ
漁
業
環
境

を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
」。

豊
か
な
海
で
持
続
可
能
な
漁
業
を

志津川支所　組合員数686人、 うち准414人。 職員は
臨時・嘱託合わせ31人。平成29年度は販売と市場
合わせ47憶4900万円。ギンザケをはじめワカメ、
カキ、ホヤ、ホタテの養殖のほか、漁船漁業も盛ん。

 
志
津
川
 

松
　
島
 
 

松島支所　組合員数162人、うち准95人。職員3人。
言わずと知れたカキの名産地。例年1憶2000万～1
憶3000万円の水揚げがあるが、昨年は原因不明の死
滅に悩まされ5600 万円に落ち込んだ。甘みのある
カキにはファンが多い。

成
長
が
速
く
甘
い
カ
キ
の
優
等
生

支
所
を
訪
ね
て
 

阿
部
富
士
夫
支
所
長

高
橋
幸
彦
運
営
委
員
長

佐
藤
敏
行
支
所
長

県
内
屈
指
の
水
揚
高

　4月16日、仙台国際ホテルで「仙台
づくりとみやぎサーモンのごっつぉ
ーを楽しむ会」を開催しました。キ
リンビール㈱の商品「仙台づくり
2018」と「みやぎサーモン」を併せ
て発表・PR。報道・行政・流通関係約
150人が集まるなか、ホテル料理長に
よるみやぎサーモンのメニューがふ
るまわれました。
　6月12、13の両日は、仙台国際セン
ターで開催された東北復興水産加工
品展示商談会に4年連続で出展しまし
た。
　この夏も地元スポーツイベントや
首都圏で、ホヤをはじめ宮城の旬の水
産物のおいしさを広く知ってもらう
よう、PRの機会をとらえていきます。

豊
か
な
海
と
高
い
意
識

不
作
に
苦
し
ん
だ
昨
季

カ
キ
＋
ワ
ン
を

将
来
を
見
据
え
て

佐
々
木
孝
男
運
営
委
員
長

経
費
と
労
力
を
再
検
討

 「ごっつぉーを楽しむ会」
で展示 ・ 発表したみやぎ
サーモン

旬の養殖水産物をふるまった復興展示商談
会。多くの人が足を止めた

自慢の水産物を

精力的にＰ Ｒ
─ 地元で、 首都圏で ─

開催場所開催日イベント名

みやぎふるさと
プラザ

(東京都池袋)
7月14～16日ほや祭り

仙台ユアテック
スタジアム

7月28日
9月1日

ベガルタ仙台
販促

楽天生命
パーク

8月18、19日
東北楽天ゴール
デンイーグルス

販促

参加予定のイベント （ 7～9月） 
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